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座長 下村 大樹 先生
天理よろづ相談所病院 臨床検査部 副技師長

「血小板数を正しく報告するために
～その報告値は正しいですか？～ 」

2024年 ２月 22 日 〔木〕 19:00-20:00

【Q&A Discussion】 19:45 ～ 20:０0

【Special Lecture】 19:00 ～ 19:45

配信 ZOOM Webinar（詳細裏面、事前登録が必要です）

吉川 慎一 先生
吹田市民病院 臨床検査部 主任技師長

澤田 朝寛 先生
順天堂大学医学部附属浦安病院 臨床検査医学科
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座長

下村 大樹 先生 澤田 朝寛 先生

コメンテーター



ご視聴には事前登録が必要となります。
下記のURLから、またはQRコードを読み取りいただきご参加ください。

短縮URL

URL：https://x.gd/xgwix

ウェビナーID：991 4762 2419 
パスコード：0222

【イベントに関する問い合わせ】
サノフィ株式会社 恒川 充志
080-4353-0366
Atsushi.Tsunekawa@sanofi.com 

事前登録のご案内

Special Lecture の概要

血小板（PLT）は約2µmであり、赤血球や白血球よりも小さい。
これらPLTは一次止血に重要な役割を担っており、その数値を
正しく報告することは重要である。
近年、PLT数は自動血球計数装置で測定値を得ることが、もは
や常識となっている。しかし、PLT数は様々な要因で偽低値や偽
高値を呈することが知られていて、意外にも正しく測定すること
が難しい。臨床検査技師としてPLT数を正しく、早く報告すること
は、正しい診断に導くことであり臨床支援する上で重要である。
今回、PLT数を正しく報告するために自動血球計測装置より日
常的に得られるPLT数から、どこに着目して、何を考えて、どのよ
うに確認するかを視聴者の皆さんと活発な意見交換できれば幸
いです。
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